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長月 11111 霜月 It覆I 邦走 睦月
彼岸会 白鷺の舞 納めの観音、歳の巾《羽f板巾》 浅草観音初詣
●9月23B ● 11月3B ● 12月17~198 ● 1月1B

お彼岸は、気候もよく太陽が真西に沈むこの時期を 今でも浅草は江戸の名残を最も色濃く残す町、東京 侮年観音様の御縁日である18日 の前後を含めた 除夜 の鐘と浅草寺開扉とともに始まる初詣。正月期
修行にあて、太陽 の恵みに感謝し五穀豊穣を願う祈り の代表的下町として全世界の人々の人気を博していま 17、18、19日 の3日間行われており、もとは正月の飾り物 間中、表参道である仲見世をはじめ境内は華や いだ
に端を発しています。浅草寺では、五重塔に霊拝を安 す。平成元年11月38から始められた「東京時代まつり」 などを中心とした市でした。今でも観音北側の広場で 人々で埋まります。
置しているご信徒に拝殿を開放し、自由に参拝してい は、東京の歴史と文化の原点は浅草であるという観点 は、しめ飾りなど の卸売りをするお店も立ち並び通常

如月ただいています。 から、江戸・東京の歴史絵巻の行列が浅草の町を行進 “ ガサ市” と呼ばれ、これを小売りする人達が仕入れに ·暑』．
します。さまざまな時代絵巻は、多くの観客を集める催し 来ています。 江戸末期

神姜月
となっています。この時代絵巻の一つに白鷺の舞があり より ‘‘生まれた子が邪気 節分会

直ii ます。白鷺の舞は古い時代 の祭礼行列 の中にある「鷺 をはねのけ健やかに育 ●2月3B

金龍の舞
舞」の姿を浅草観光連盟が復興したものです。 つ市に通じる” との謂れ 節分 とは一年の春夏秋冬を分ける言葉で本来年に

● 10月18日
から女児の出産には必 4回あるはずですが、現在では立春の前Hのみをさし
ず羽子板を贈る風習が ています。浅草寺では1時と2時の2回にわたり、信徒の

浅草寺の正しい名称は「金龍山浅草寺」といいます。 酉の市
始まり、今では “羽子板 有志が年男となり本堂東側回廊の舞台で、また西側

金龍山の山号は、浅草観音承応縁起に書かれてい 市” と呼ばれるようになり 影向堂の舞台では観光連盟主催による豆撒きが古式
る「十八日、寺辺に一夜にして松千株ほど生ず、三日を ました。 追儀式の終了後2時半-6時までの間5回に分けて行
過ぎて天より長さ百寸ばかりの金鱗の龍、松の中に下り 酉の市は、秋の われています。
し」に山来しています。この故事を踏まえて創作された 収穫期 に神社に
舞が「金龍 の舞」です。毎年3月と10月の18日に、いなせ 鶏を奉納した「 とり
半纏、はらがけ、もも引きの江戸っ子姿 の浅草寺舞保存 ま つ り 」に由来し、
会メンバー9名の手によって勇壮に演じられています。 神社か ら農家に

授ける熊手が「とり
こむ」ということで縁起が良く、森売繁昌を願う 催し
となりました。酉の市で有名なのが浅草・ 千束にある
鷲（おおとり）神社。その愛称である「 おとりさん」が
いっしか酉の市のことを指すように なりました。酉の
市は11月の酉の日 に 開かれま す 。 三 の酉まである
年は火事が多 い という俗説があります。火の用心に
は お気をつけ下さ い。
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1月浅草観音初詣 1月江戸消防記念会・はしこ乗り

← -· む碁- ·- �
■■ 9月~2月その他の催事■■

◆七五三加持会……………………11月15日

◆除夜の鐘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12月31日

◆浅草名所七福神詣り・・・・・・・・・・・1月1日～

◆江戸消防記念会・はしこ乗り.. l月6日

◆待乳山聖天・大根祭り........ l月7日

■ -... II:!! 冨 _,,_ .. �
,· 電→-�-

J 量 ● ::t 』Uヽ詈ヽ・＇冒量置謳 冒 ヽi�- 墓―― ？蓑・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・·2月8日

10月 浅草菊花展 11月白蕩の舞 2月節分会
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よ 兵 衛

お店の紹介は P.26 地図   P.14-B3

03-3841-0868

http://www.agemochi-yohei.com/

9：00～18：00
木曜日
（年末・正月は営業）

電
住

営
休台東区浅草2-2-7

三 角

ふぐ料理

1902（明治 35）年の創業以来、良質の魚を提供し、
戦後は「ふぐ料理」を看板料理にしてきた三角。「極
薄に引かれたふぐの刺身にポン酢を少々つけて１枚、
２枚、ひれ酒と共に楽しむのが最高。その後の鍋
を賞味し終わったら、ご飯を入れて卵でとじてふぐ
雑炊。ポン酢、塩、醤油、もみじおろし、浅葱を散
らしても良し、お好みでどうぞ」と店主・戸塚富
士男さんの話を聞くだけで美味しそうです。11 月
頃からは白子も出始めます。「白子焼、天婦羅など
ふぐのお味が凝縮されています。一度お試しを」。

魚 菜

すいとん鍋

雷門柳小路にある和洋居酒屋風レストランの魚菜。
10月下旬から４月下旬には「すいとん鍋」を目当て
にやってくるお客さんが増えます。年配者には懐か
しいこのメニュー、店主の大島温さんが昔食べた思
い出の味を、試行錯誤を何度も繰り返してたどり着
いたもの。「若い人には目新しいらしく、根菜を入
れた中でも特に芋がらは珍しがられます」。冬場の
コース料理にはすいとん鍋を入れるメニューもあ
り、〆には深い味わいのおじやも楽しめます。寒い
季節には自然と足が吸い寄せられそうです！

尾 張 屋

上天そばと季節のおそば

幕末の創業以来、地元浅草と共に歩んで来た日本
そばの尾張屋。大きな海老の「天ぷらそば」と「天丼」
は三代目から受け継ぐ看板メニューです。加えて
四季折々の季節ものが大きな魅力。８月下旬から
は「仲見世のある大旦那さんは、これをあがりに毎
日みえます」と五代目店主の田中美実さんが話す
「松茸そば」。10月から３月までは岩手の鴨の薄切
りを使った「鴨南蛮」と、冬にしか作り置きがで
きない「蕎麦寿司」。真冬には時期が短い「あら
れ蕎麦」と続きます。一年中通いたくなるお店です。

お店の紹介は P.20 地図   P.14-C1

03-3845-4500

http://asakusa.gr.jp/shop/owariya.html

11：30～20：30

金曜日

電

住

営

休台東区浅草1-7-1

vol.41ウチのイチオシ! 1110 文：古沢保　デザイン：嘉藤雅子

あったかまいう餅

浅草で開業して32年の揚げ餅・お団子専門店よ兵
衛。女将の竹山智子さんが「若い世代にもっと気軽
に新しい食べ方にチャレンジしていただきたい」と
提案するのが「あったかまいう餅」。薄口醤油の関
西風白出汁に、こんがり香ばしい国産杵つき100％
の揚げ餅を「じゅっ」と入れるユニークな食べ方で
す。「試作の段階で思わず口から『まいう !!』と洩
れたのでメニュー名にすると、石ちゃん（石塚英彦
さん）ご本人がテレビでご来店。『これは本当にま
いう!!』と絶賛してくれて感激の一場面でした！」

お店の紹介は P.19 地図   P.14-A1

03-3842-1919

http://asakusa.gr.jp/shop/uosai.html

平日17：00～23：30
日祝12：00～22：30
年中無休

電

住

営

休台東区浅草1-17-9
http://www.asakusa-fugu.com/sankaku.htm

水曜日  年始・お盆は不定休あり休

03-3841-7650電

住 台東区浅草
1-20-7

13：00～22：00
（L.O. 21：00）
営

地図   P.14-A1

お店の紹介は P.20
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